令和３年３回瑞浪市農業委員会総会議事録

	開催日時
	令和３年３月２９日（月）
午後　２時００分　開会　　　
午後　２時４５分　閉会

	開催場所
	瑞浪市役所　４階　全員協議会室

	議　　長
	永井　恒　会長　　　

	出席委員

（２０名）

	委員
	安　田　清　和
	渡　邉　美　孝

	
	
	永　井　　　恒
	大　山　理　晴

	
	
	勝　股　増　夫
	伊　藤　征　史

	
	
	鈴　木　録　郎
	奥　村　正　子

	
	
	足　立　正　之
	日比野　由美子

	
	
	土　屋　敏　子
	

	
	
	
	

	
	農地利用最適化推進委員
	岩　嶋　貞　夫
	加　納　富　雄

	
	
	伊　藤　道　子
	勝　股　重　雄

	
	
	三　輪　徳　夫
	板　橋　仁　晃

	
	
	櫻　井　公　紀
	有　我　俊　春

	
	
	渡　邉　俊　美
	

	欠席委員
（３名）
	
	鵜　飼　重　光
	水　野　安　喜

	
	
	板　橋　茂　晴
	

	事務局
	事務局長　市　原　　憲　

局長補佐　水　野　義　康
主　　事　井　上　麻里奈
事務職員　大　竹　喜　彦

	付議事項
議第１号　　農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地
　　　　　　利用集積計画（案）について
議第２号　　農地法第３条の規定による許可申請について
議第３号　　農地法第５条の規定による許可申請について
議第４号　　農地の利用変更届について　　
　
付議の内容については別紙のとおり



	会　長

	（挨拶）　
　それではただ今から、令和３年第３回瑞浪市農業委員会総会を開会いたします。瑞浪市農業委員会の会議規則第３条の規定により、議長は会長が務めることになっておりますので、私が議長の職を務めさせていただきます。

本日、鵜飼重光委員、水野安喜委員、板橋茂晴委員から欠席する旨の通告がありましたので、報告したします。従いまして、本日の出席委員は、農業委員１１名、推進委員９名でありますので、農業委員会等に関する法律第２７条第３項の定足数であります過半数に達しており、総会は成立いたしました。

　それでは、議事日程に従って進めてまいりますので、委員各位のご協力をお願いいたします。

	議　長
	　日程第１、議事録署名委員の指名について、これを議長から指名させていただくことにご異議はありませんか。

	委　員
	（異議なしの声）

	議　長
	　それでは異議ないものと認め、議事録署名委員は足立正之委員と、伊藤道子委員の２名を指名いたします。　　

なお、本日の議事録書記は、事務局を指名いたします。

	議　長
	それでは日程第２に入ります。
議第１号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）について」を議題といたします。
農林課より説明をお願いします。

	井上主事
	２ページ議第１号「基盤強化法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）について」説明いたします。
申請番号２２番は、明世町月吉字神田の田を、借受人に令和３年４月１日から５年間、使用貸借権を設定するものです。
こちらは、更新になります。
場所は、４ページをご覧ください。月吉公民館から東に約200ｍ進んだところにあります。
申請番号２３番は、稲津町萩原字中之平の田を、借受人に令和３年５月1日から５年間、使用貸借権を設定するものです。
こちらも更新になります。
場所は、５ページをご覧ください。水洗区公民館から西に約150ｍ進んだところにあります。
申請番号２４番は、稲津町萩原字山之越の田を、借受人に令和３年４月１日から３年間、使用貸借権を設定するものです。
こちらは、新規になります。
場所は、６ページをご覧ください。萩原公会堂から南西に約200ｍ進んだところにあります。
以上、農用地利用集積計画案について、ご審議の程よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第１号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	ないようですので、お諮りいたします

議第１号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）について」、計画案を決定することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第１号は、計画（案）のとおり決定いたします。
次に、議第２号「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題といたします。

勝股増夫委員、説明をお願いします。

	勝股委員
	去る３月２２日に、加納富雄委員、渡邉俊美委員、水野事務局長補佐、私の４名で現地確認をいたしました。
議第２号　農地法第３条の規定による許可申請につきましては、３件であります。

内容といたしましては、田が２筆、畑が１筆で、合計面積1,048㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	局長補佐
	それでは、議第２号　農地法第３条の規定による許可申請について、ご説明申し上げます。
議案集の７ページから１１ページ、３－４番から３‐６番まで３件、順に説明をさせていただきます。
（議案書の内容を説明）
申請地は、稲津町小里にあります東濃信用金庫稲津支店から南西方向へ約１５０ｍに位置しております。
本申請の譲受人は、父親の代から５０年以上にわたって申請地を耕作しており、今回、贈与により取得し、耕作を続けるため、申請するものです。
取得後における耕作の事業に供すべき農地の面積は２,２６６㎡で、法第３条における最低経営面積２,０００㎡に達しておりますので、許可に対する問題はないものと考えます。
　続きまして、３－５番と３－６番は、同じ内容ですので、一緒に説明させていただきます。議案集の９ページから１１ページをお願いします。
（議案書の内容を説明）
これは、ＪＲ東海が実施しますリニア中央新幹線のトンネルに関する案件で、ＪＲ東海は地下５ｍまでは第５条許可を受けて用地を取得し、地下５ｍ～３０ｍは農地法第３条による区分地上権を設定し、地下３０ｍより深い所は大深度部として、そのまま使用することとしております。
　ですので、今回の申請は、トンネルの深さが５～３０ｍ、かつ地表の地目が農地の筆に対して、トンネル構造部の上下左右に一定の範囲を定め、その範囲内を区分地上権として法務局に登記するために必要な農業委員会の許可になります。
　今までには、平成３０年９月総会と１２月総会で、計１５筆の区分地上権に関する第３条の申請を許可しております。恐らく区分地上権はこれで最後かと思われます。
　農業委員会が、区分地上権の設定を許可するには、
1 営農条件に支障を生ずる恐れがないこと。かつ、
2 土地所有者の同意を得ていること
が条件とされております。
それでは今回の案件です。
申請地は、釜戸町大細地区、恵那市との境界付近になります。
１０ページの３－５番でいいますと、右下の標準横断面図のとおり、地下２６．９３ｍより深い部分、東京湾平均海面上３４０．９４ｍから３１７．５３ｍまでの２３．４１ｍに区分地上権を設定するものです。
左下の縦断面図を見てもらうと、地表面がこの部分だけ低くなっており、トンネルまでの深さ３０ｍを割ったため、この部分にだけ区分地上権を設定しております。
その他の場所は、深さ３０ｍ以上の大深度部であるか、あるいは地目が農地でないかで、設定の申請はありません。
　当該申請地は、営農活動に支障がないこと、かつ、土地所有者とのあいだで、区分地上権設定契約が結ばれていることから、農業委員会として許可することに問題はないものと考えます。
以上、議第２号　農地法第３条の規定による許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	ありがとうございました。

では、これより議第２号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	大山委員
	　ＪＲ東海の区分地上権ですが、補償金はいくらになりますか。

	局長補佐
	　３－５番が168,471円で、３－６番の方が2,854円になります。
　これは、年いくらではなく、区分地上権にかかる補償金の総額がこの金額になります。

	議　長
	　他には。

	勝股委員
	　３－５番の関連ですが、３ページの利用権設定で、萩原５１１番２は大湫営農さんが耕作しているのでは。

	安田委員
	　いいえ、そこは耕作していません。

	議　長
	　他には。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	それでは、お諮りいたします。
議第２号「農地法第３条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第２号は申請のとおり許可することに決定いたします。
次に、議第３号「農地法第５条の規定による許可申請について」を議題といたします。
勝股委員、説明をお願いします。

	勝股委員
	議第３号　農地法第５条の規定による許可申請につきましては、４件であります。

内容といたしましては、田が１筆、畑が３筆で、合計面積1,645.61㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	局長補佐
	　それでは、議第３号　農地法第５条の規定による許可申請について、ご説明申し上げます。
議案集の１２ページから２０ページ、５－１７番から５－２０番まで４件、順に説明をさせていただきます。
まず、５－１７番、議案集では１３ページと１４ページになります。
（議案書の内容を説明）
申請地は、釜戸町東大島地区、旧釜戸中学校の近くに位置しております。
周辺の状況は、公衆用道路、山林、及び譲渡人が所有する農地に囲まれているため、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、譲受人は現在、借家に居住していますが、老朽化してきたため、土地を購入して戸建て住宅を建築するよう申請するものであります。また、土地の一部１２０㎡を、会社の従業員用駐車場として貸し出す予定です。
当該申請地は、中山間地域に存在する農業公共施設の対象となっていない小集団の生産性の低いその他の第２種農地であることから、転用はやむを得ないものと考えます。
続きまして、５－１８番、議案集では１５ページと１６ページになります。
（議案書の内容を説明）
申請地は、穂並にあります市営住宅大法原団地のすぐ前になります。
周辺の状況は、公衆用道路、雑種地及び宅地に囲まれているため、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、譲受人が申請地を取得し、役員の住宅用地として貸し出すよう申請するものであります。
当該申請地は、都市計画用途区域の第１種中高層住居専用地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、５－１９番、議案集では１７ページと１８ページになります。
（議案書の内容を説明）
まず、この案件についてですが、先月、２月総会で審議いただき、許可相当との議決をいただきました。が、その後、越境物の発覚により面積が変更になるとの理由で、３月９日に取下げ願いが提出されております。
ですので、今回は、変更後の面積で、再度、農転申請があったものになります。
申請地は、土岐町あります土岐小学校から、西方向へ約２００ｍ、旧１９号線沿いに位置しております。
周辺の状況は、公衆用道路、用悪水路、宅地及び雑種地に囲まれているため、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、譲渡人は現在、アパートで暮らしておりますので、将来の住環境を考え、戸建て住宅を建築するよう申請するものであります。また、平成８年頃から残土置き場として利用していましたので、始末書の提出を受けております。
当該申請地は、都市化の傾向にある地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、５－２０番、議案集では１９ページから２０ページになります。
（議案書の内容を説明）
申請地は、釜戸町中切地区、生活の木の近くになります。
周辺の状況は、用悪水路及び山林に囲まれているため、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、譲受人が太陽光発電施設を設置するよう申請するものであります。
当該申請地は、中山間地域に存在する農業公共施設の対象となっていない小集団の生産性の低いその他の第２種農地であることから、転用はやむを得ないものと考えます。
以上、議第３号　農地法第５条の規定による許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第３号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします

議第３号「農地法第５条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可相当とすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第３号は、申請のとおり許可が相当であるとの意見書を添えて、岐阜県知事に対して進達することに決定します。

次に、議第４号「農地の利用変更届について」を議題といたします。
勝股委員、説明をお願いします。

	勝股委員
	農地の利用変更届につきましては、１件であります。
内容といたしましては、田が１筆で、合計面積1,598㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。　

	局長補佐
	それでは、議第４号　農地の利用変更届について、ご説明申し上げます。
農地の利用変更とは、農地の利用について、盛土や削土等の造成を行う場合は、優良農地の保護及び有効利用、また付近の農地等に及ぼす被害を未然に防止するため、農地法の規定に基づく届け出の義務はありませんが、届出を求めているものであります。
それでは、利用変更－１番のご説明を申し上げます。
　議案集では、２１ページと２２ページになります。
（議案書の内容を説明）
申請地は、下沖町にあります瑞浪市浄化センターから南西方向へ約
２５０ｍに位置しております。
　理由としましては、周辺の宅地化が進み、堀外戸用水（小田用水）の利用者がなく消滅し、水利がなくなったため、嵩上げ（かさあげ）し、野菜畑、果樹園（柿・栗）とするものであります。　
以上、議第４号　農地の利用変更届に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第４号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	ないようですので、お諮りいたします

議第４号「農地の利用変更届について」、申請のとおり承認することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員　
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第４号は、申請のとおり承認することに決定いたします。
以上で、本日の議案の審議はすべて終了いたしましたので、これをもちまして、令和３年第３回瑞浪市農業委員会総会を閉会いたします。
ご苦労様でした。


以上、事務局が作成した議事録は正確であることを認め、議事録署名委員は下記のとおり署名、押印する。

令和　　年　　月　　日

・議　　長　　

・委　　員　　

・委　　員　　
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